















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ この動向は，EU議会選挙での低投票率と同じであった，J-C. Piris, The Constitution
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※ 本稿は，２００６（平成１８）年度，学術振興会科学研究費・補助金による研究成果の
一部である。主に，２００６年夏休みにおいて，ドイツ・ベルギーで行った調査に基づ
いている。インタビューに応じていただいた皆様に感謝申し上げる。
〈付記〉予想されたことであるが，憲法条約は流産し，新たな条約に変わった。しかし，
一度作られたものへの評価は，これからもなされなければならないであろう。
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